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１　はじめに

　近年，畜産に起因する環境問題がクローズアッ

プされており，平成１２年には「家畜排泄物の管理

の適正化と利用の促進に関する法律」が施行され，

畜産農家に対して野積みや素堀池が禁止されると

共に，堆肥生産による流通の促進が求められてい

る。熊本県では，熊本市をはじめ地下水を水道水

源として利用している市町村が多いため，農業に

伴う硝酸態窒素汚染に対する関心が極めて高い。

特に，熊本市に隣接する菊池郡は，県下有数の畜

産地帯であり，乳用牛や肉用牛の他多くの家畜が

飼養され，堆肥化施設が整備されつつある。様々

な方式の堆肥センターがあるが，今回は強制通気

式発酵方式により良質堆肥を生産し，堆肥の広域

流通を行っているグリーンロード・平を紹介する。

２　熊本県における堆肥の広域流通の概況

　熊本県における堆肥の需給は現在ほぼ均衡して

いるが，家畜排泄物は菊池郡など一部の畜産地帯

に集中している。一方，堆肥の利用は施設園芸等

の特定作物に限られ，市町村内の利用だけでは有

効活用できない状況になっていた。そこで，平成

８年に行政とＪＡが主体となり，熊本県堆肥生産

利用促進協議会を設立し，堆肥の広域流通を行っ

ている。協議会は，県及び関係農業団体（６団体）

で構成され，その調整窓口は熊本県経済連にあり，

専門部会として畜産および耕種地帯のＪＡ及び堆

肥センターが位置付けられている。協議会に参加

している堆肥センターは平成１２年現在で２９施設が

ある。

　協議会では「良質堆きゅう肥共励会」を開催す

ると共に，年に２回畜産農家と耕種農家がお互い

に現地を訪問する交流会を開催し，意見交換を行

いながら堆肥の品質の向上に努めている。協議会

を通じた堆肥の流通量は，平成１０年度で８，８００ｔと

なっている。主な利用作物は，イグサやメロン，

スイカなどがある。荷姿はバラ堆肥が７７％，フレ

コン堆肥が１６％，袋づめ堆肥が７％であり，フレ

コン堆肥の増加が顕著である。

３　グリーンロード・平の概要

　グリーンロード・平の概要を表１に示す。グリー

ンロード・平では，５戸の肉用牛農家で飼養され
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る１，５００頭の肉用牛ふんの堆肥化処理を行ってい

る。敷地面積は３，８５２㎡，堆肥舎面積１，９５０㎡で，

施設配置等の全体見取図は写真１，図１のとおり

である。堆肥舎は鉄骨構造で，屋根及び壁面は畜

舎波板葺きである。副資材は全てオガクズであり，

畜舎から排出した堆肥材料は，一時既存の堆肥舎

（合計７５０㎡）で堆積させた後に，新設した堆肥舎

の材料置場に搬入している。堆肥はバラ出荷を前

提としているため，袋詰め装置は保有していない。

４　堆肥の製造工程

　グリーンロード・平での堆肥の製造工程を図２

２

写真１　グリーンロード・平の全景

表１　グリーンロード・平の概要
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に示す。既存の堆肥舎から搬入された堆肥材料は，

送風機により畜舎で乾燥し大きな塊が含まれてい

るため，材料貯蔵槽（１６ｍ×１５ｍ）で予備発酵さ

せ塊を砕きやすくしてから，ローダー切返し方式

の強制通気式１次発酵槽（７ｍ×１４ｍ）に投入す

る（写真２）。発酵槽は３槽あり，堆肥材料は７～

１０日ごとに切返しを行い，順次次の発酵槽へと移

動される。また，通気量は堆肥温度の推移（最高

温度７０℃以上）や水蒸気の発生状況を見ながらタ

イマーで調節している。

　２１～３０日の発酵の後，横型密閉式発酵装置（写

真３）により，さらに塊を砕きながら堆肥発酵を

進める。こうして１次発酵が終わった堆肥を円筒

形篩（写真４）にかけ，２．５�以下の粒子は２次発

酵槽へ搬送され熟成される。２．５�より大きな塊

は，材料貯蔵槽のものと混合され再度１次発酵槽

へ投入される。

　２次発酵槽（写真５）での堆積高さは３ｍ程度

と高く堆肥温度が上昇する場合がある。切返しの

際に蒸気が出るなど温度が上昇した場合や，アン

モニア臭が強い場合には，強制通気式の１次発酵

槽に戻し１週間程度通気し温度を冷ましてから，

再度２次発酵槽へ堆積する。２次発酵槽での後熟

発酵期間は２～５か月間である。出荷までの総切

写真２　１次発酵槽での発酵状況 写真４　円筒篩

写真３　横型密閉式発酵装置 写真５　２次発酵槽
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返し回数は６～８回となっている。

５　堆肥の品質向上への取り組み

　堆肥生産を開始した当初は，乾燥しすぎたもの

や発酵途中の中熟品が出荷されたこともあった。

耕種農家との交流会を定期的に実施している中

で，耕種農家側から発酵品質の良いものを供給す

るよう強く要望されたため，堆肥の発酵品質の改

善に努めている。現在までの主な改良点は以下の

３点である。①高温時期や堆肥材料の水分の少な

いときには，通気量を少な目に調整し過乾燥にな

らないようにして発酵を進めている。また，材料

水分の高いときには，１次発酵期間を長くとるな

ど５０％程度の水分で仕上げるよう留意している。

②円筒篩を新たに導入して，２次発酵槽に１次発

酵が不十分な塊を入れないようにした。③２次発

酵の途中で再度堆肥温度が上昇するとアンモニア

臭が発生し後熟が不良となるため，１次発酵の強

制通気槽で冷やしている。

　過乾燥による発酵不良や，発酵期間を長くして

も堆肥の温度が下がりにくく，アンモニア臭がし

ているなどの問題点は，他の堆肥センターに対し

てもよく指摘される点である。グリーンロード・

平で，２次発酵で温度が上昇したときに再度送風

して堆肥を冷却している点は，発酵品質を安定さ

せる上で注目される。

６　堆肥の成分

　堆肥の成分分析結果を表２に示す。各農家とも

オガクズ価格の高騰から，オガクズの使用量を削

減するため天井ファンを取り付けている。このた

め，畜舎での乾燥が進み，ふんの含量がやや高い

堆肥となっている。成分分析は年に数回ＪＡが

行っている。

７　堆肥の流通量

　グリーンロード・平は熊本県の堆肥の広域需給

調整へ参加している堆肥センターの内の一つであ

る。堆肥販売総量は１，２９５ｔであり，ＪＡ経由の販

売量が１，１１７ｔと大半を占めている。ＪＡ経由の販

売内訳は完熟品のバラでの販売量が５２０ｔ，同フレ

コンでの販売量が約７５ｔ，中熟品のバラの販売量

が５２２ｔである。他に，ミカン農家や野菜農家に

１７８ｔが直売されている。中熟品は隣のＪＡ鹿本の

堆肥センターに販売されており，ＪＡ鹿本で後熟

させたのちハウス農家等へ流通している。なお，

ほぼ全ての堆肥について，購入先が堆肥センター

まで製品を取りに来ている。

　グリーンロード・平では，熊本県の広域流通態

勢が整っていたため，年間に１，０００ｔ以上の堆肥が

ＪＡを通して販売できており，販売先に苦慮する

ことは少なかったと言える。

８　おわりに

　グリーンロード・平では，耕種農家が望む高品

質堆肥が生産され，熊本県の広域流通態勢が整っ

ていたことにより，堆肥の生産・流通がうまくいっ

ている例と言える。「家畜排泄物の管理の適正化と

利用の促進に関する法律」の施行により，今後堆

肥化施設は続々と建設されていく。堆肥の流通量

が増えることにより，品質と価格の競争はますま

す厳しくなって行く。耕種農家が望む品質の堆肥

を安定的に生産・流通させることが施設運営の上

で極めて重要であると言えよう。

表２　完熟堆肥の肥料成分含量

乾物当
（％）

現物当
（％）

単位
（％）

項　　　　目

５２．９ 水分

 ２．７５ １．３０窒素（Ｎ）

 ３．４８ １．６４リン酸（Ｐ２Ｏ５）

 ４．１９ １．９７カリ（Ｋ２Ｏ）

４２．２ １９．９ 有機炭素

１５．３ Ｃ／Ｎ比

 ８．７ ｐＨ

 ４．２ ｍＳ／㎝ＥＣ（Ｈ２Ｏ　１：２０）

 ２．２９ １．０８石灰（ＣａＯ）

 １．３４ ０．６３苦土（ＭｇＯ）


